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今
年
度
も
牧
区
地
域
活
動
支
援
事
業 

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
及
び
審
査
が
行
わ
れ
、

各
団
体
か
ら
、「
地
域
の
活
性
化
」・「
振 

興
」・「
イ
ベ
ン
ト
」・「
環
境
美
化
」・「
荒 

廃
地
整
備
」・「
子
供
た
ち
の
育
成
」
等
、 

様
々
な
観
点
に
着
目
し
た
事
業
の
提
案 

が
あ
り
ま
し
た
。
多
方
面
に
わ
た
る
提 

案
事
業
か
ら
、
牧
区
に
対
す
る
熱
意
を 

実
感
い
た
し
ま
し
た
。 

上
越
市
の
予
算
が
限
ら
れ
て
い
る

中
、
牧
区
に
は
五
百
万
円
が
配
分
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な
補
助
金
を
今
年

度
採
用
さ
れ
た
各
団
体
の
皆
様
に
有
効

活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
牧
区
の

活
性
化
に
繋
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

牧
区
の
活
性
化
を
図
り
尽
力
さ
れ

る
、
各
団
体
の
皆
様
の
活
躍
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。 

 
 

 

編
集
委
員 

髙
澤 

富
士
雄 

 

牧区地域協議会だより 
 

 

ご
あ
い
さ
つ  

牧
区
地
域
協
議
会 

 

会 

長 

西
山 

新
平  

 

日
頃
か
ら
、
牧
区
地
域
協
議
会
に
御
理
解
と
御

協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
度
、
第
五
期
地
域
協
議
会
委
員
は
二
年

目
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
と
同
様
、
今
年
度
の

最
初
の
取
組
事
項
は
、
地
域
活
動
支
援
事
業
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
及
び
審
査
で
す
。
四
月
一
日
か
ら
募
集

を
開
始
し
た
結
果
、
十
四
件
の
事
業
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。
牧
区
の
採
択
方
針
に
基
づ
き
、
委
員

全
員
で
慎
重
に
協
議
し
た
結
果
、
十
三
件
の
提

案
事
業
を
採
択
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し

た
。
採
択
と
な
った
事
業
は
、
す
ば
ら
し
い
結
果
と

な
り
、
地
域
の
活
力
に
現
れ
て
来
る
も
の
と
思
い

ま
す
。 

ま
た
、
牧
区
地
域
協
議
会
で
は
、
自
主
的
審

議
事
項
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
課
題
や

問
題
点
を
把
握
し
、
よ
り
良
い
地
域
と
な
る
よ

う
、
地
域
の
皆
様
の
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

年
々
、
戸
数
・
人
口
の
減
少
が
み
ら
れ
る
中
、

皆
様
が
少
し
で
も
住
み
や
す
い
地
域
と
な
る
様
、

委
員
共
々
精
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
御

協
力
、
御
支
援
を
お
願
い
し
ま
し
て
、
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

令和３年６月２５日発行（第５２号） 発行：牧区地域協議会  

令
和
３
年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
の

採
択
事
業
が
決
定
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
四
月
一
日
か
ら
四
月
二
十

三
日
ま
で
の
募
集
期
間
に
、
十
四
件
の

事
業
提
案
書
が
提
出
さ
れ
、
補
助
希
望

額
は
予
算
額
を
大
幅
に
超
過
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
地
域
活
動
支
援
事
業
の
目
的

や
牧
区
の
採
択
方
針
に
合
致
し
て
い
る

か
、
ま
た
予
算
内
に
収
め
る
等
の
視
点

か
ら
審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

五
月
九
日
に
開
催
し
た
「
第
一
回
牧

区
地
域
協
議
会
」
で
は
、
各
提
案
団
体

か
ら
事
業
説
明
を
受
け
た
後
、
地
域
協

議
会
委
員
の
質
疑
と
審
査
を
実
施
し
ま

し
た
。 

そ
の
結
果
、
十
三
件
の
提
案
事
業
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、
牧
区
の
予
算
額

（
配
分
額
）
五
百
万
円
に
対
し
て
、
採 

択
事
業
の
補
助
希
望
額
の
合
計
は
五
百

二
十
三
万
六
千
円
と
な
っ
た
た
め
、
協

議
に
よ
り
、「
共
通
審
査
」
の
採
点
結
果

に
よ
る
補
助
率
に
て
補
助
金
額
を
算
定

し
、
総
額
五
百
万
円
と
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。 

 

採
択
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

            

編
集
後
記 



令和３年度 地域活動支援事業採択事業一覧    （単位：千円） 

番号 事業の名称 事業内容の概要 団体名 採択額 

1 
笑顔育む樫谷の里 
景観づくり事業 

集落のシンボルとなる花木園を集落全員参加で整備

することで、集落を明るくし、笑顔あふれる、安らぎ

のある地域をつくる。 
樫谷町内会 612 

2 
柳島ふれあい花壇看板
事業 

花壇に看板を設置することで、会員の自覚や生きが
いの啓発、花壇の管理を地域及び会員に明確にして
責任感や健康意識の向上を図る。 

柳島老人クラブ 121 

3 自主防災活動支援事業 
訓練用資機材の保管庫を設置することで、管理体制
を明確にするとともに、これらの機材を活用して地
域の防災力の向上と防災意識の高揚を図る。 

牧区防災士会 360 

4 
ハンドストラクチャー
及びテストスキー整備
事業 

ハンドストラクチャーやテストスキーを整備するこ
とで、子どもたちがより良い環境下でスキーを行い、
スキーの普及や技術の向上を支援するとともに、ス
キー本来の楽しさを通して青少年の心身の鍛錬及び
健全な育成を図る。 

牧クロスカントリ

ースキークラブ 
337 

5 地域づくり活性化事業 

子供参加型イベントを開催することで、子供たちの
交流の場を提供し、元気のあふれる地域を目指す。ま
た、イベントを通して、区外にも広く牧区の魅力を発
信することへつなげる。 

NPO 法人牧振興
会 

350 

6 
沖見地区 
観光拠点づくり事業 

レストハウス「けやき」前の荒廃地を沖見地区の観光
拠点とすることを目的に、コスモスや紫陽花の植栽
を行う。 

レストハウス
「けやき」 
周辺整備の会 

166 

7 
牧フレッシュガールズ
活動活性化事業 

子供たちがバレーボールを行うにあたり、練習環境
の整備や牧区を拠点とした交流会を行うことで、技
術や心身の向上を支援し、牧区との関わりがより一
層深まることを図る。 

牧フレッシュ 
ガールズ 

213 

8 
棚広新田の魅力発見 
スタンプラリー事業 

参加者がスタンプラリーを通して棚広新田集落内を
巡り、景色を眺め、住民と交流することで、区外の
人々にも集落に関心を持ってもらうとともに、住民
が集落の魅力を再認識することへつなげる。 

棚広新田町内会 400 

9 
「うたって・おどって・
みて」楽しい暮らしを
応援事業 

作品展や芸能発表を行うことで、生涯学び続けるこ
との楽しさを伝えることや、参加者や鑑賞者の裾野
を広げることで、健やかな牧区の暮らしを支援する。 

牧文化協会 329 

10 宮口古墳美化活動事業 

宮口古墳の花壇づくりを運営委員及びボランティア
を募って行うことで、地域の活性化やコミュニケー
ションの増進を図るとともに、美化・整備を行うこと
で地域に広く活用される憩いの場を目指す。 

宮口古墳花の会 372 

11 川上 山里の風事業 
川上会館の魅力を活かした催し（コンサート等）を行
うことで、地域の人々が安らげる場を提供し、地域の
活力を維持することへつなげる。 

川上地区協議会 385 

12 地域の活性化促進事業 

「まき深山のともしび」を開催することで、子供から
高齢者まで幅広い年代層を対象とする地域の活性化
や発展持続性へつなげるとともに、地域外への情報
発信を図る。 

牧区地区協議会 
連絡会議 

995 

13 
剣道活動における 
安全環境整備事業 

子供たちが剣道を行う上で防具等を整備し、子供た
ちが安心して稽古を行うことや、心身ともに健全に
稽古に励む環境を整えることへつなげる。 

牧剣友会 360 

牧区予算額（配分額）5,000 合     計 5,000 
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